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研究成果の概要（和文）：本研究は、教科書を効率的、効果的に評価するために、英検Can-do Listに基づいた
アプリケーションを開発することを目的とした。教師による試用後にプログラムを改善し実施し教科書評価を簡
易にすることができた。この結果から、客観的かつ実用的なプログラムは、学校現場の教師が教科書を効果的に
選定する一助となることがわかった。

研究成果の概要（英文）：This research attempted to develop an application with the “EIKEN Can-do 
List” in a variety of teaching contexts to evaluate English textbooks efficiently and effectively. 
After trials simulated by some teachers were improved, the applications were used for practical 
purposes, and the textbook selection method was simplified. This result shows that effective and 
efficient applications support teachers in selecting specific textbooks.

研究分野：英語教育
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様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９，ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
研究代表者は新潟県の公立高等学校の英語
科教員として勤務した経験がある。教科書選
定の際に，各々の教員が多忙であり，20冊以
上ある教科書の難易度や生徒に行わせたい
活動，評価方法を精査する時間がなかった。
数冊の検定教科書を，時間のない中で読み採
択し，意図した通りの教科書ではないことも
あった。また，新人の教師としては，選定基
準の判断が困難であり，効率的かつ効果的な
教科書選定が必要であると感じていた。 
教育現場では生徒の外部試験の結果により
教師の教科指導力の評価をされることが多
い。研究代表者は，外部評価である英検が作
成した「Can-do リスト」が教育現場で英語
力を向上できると着目し，研究を進めてきた。 
検定教科書内に「英検 Can-do リスト」と関
連するパフォーマンス活動（以下：タスク）
が多ければ，生徒の英語運用能力を伸ばすた
めの活動が頻繁に行われると考え，教科書内
のタスク数を調査した(田中&大森, 2014)。そ
の結果，教科書内の「書く」タスクと「話す」
タスクのほとんどが「英検 Can-do リスト」
に相当することがわかり，タスクを授業で定
期的に実施することで，生徒に英検取得者の
技能をイメージさせることが可能であると
わかった。 
さらに研究代表者が「英検 Can-doリスト」
と教科書採択率との関係を調べると「コミュ
ニケーション英語Ⅰ」の教科書に関して，採
択率が高い教科書は「書く」タスクと「話す」
タスクが少なく，採択率が低い教科書はタス
ク数が多い傾向にあった(大森&田中, 2014)。
つまり，英語教師は，「書く」「話す」アウト
プット型のタスクではなく，「読む」「聞く」
インプット型のタスク数を考慮し，教科書の
選定をしている可能性があった。教科書を選
ぶ時に「英検 Can-doリスト」の 4技能のタ
スク数を基準として採択することで，学習者
に適切な難易度の教科書，学習者のレベルに
合ったタスクの選択が可能であると考えた。 
 
２．研究の目的 
 本研究は，英語教師の教科書評価プロセス
の効率化を支援するために「英検 Can-do リ
スト」を使用した事前教材評価方法の確立を
目指すものである。外部試験に関連したタス
ク数を測定し教科書評価に活用した研究は
あまり例がない。 
 
３．研究の方法 
「英検 Can-do リスト」を使用した教科書評
価方法の確立を目指すため，本研究は，研究
期間を 2年間とし，その期間内に以下のプロ
セスを網羅するものとした。 
(1)「コミュニケーション英語Ⅰ」の教科書
内の４技能（「読む」「書く」「話す」）のタス
ク数を調べる。 
対象の教科書は，平成 25年度発行の「コミ
ュニケーション英語Ⅰ」の高等学校英語検定

教科書である。選定する教科書数が多いと時
間と労力が増え，参加者である英語教師の負
荷がかかり，選定方法が煩雑となってしまう
ために教科書は 10 冊とした。2015 年度採択
時の上位 10 冊（占有率 67.6%）を対象とした
（内外教育編集部, 2015）。採用した教科書
は表 1の通りである。 
 
表 1 評価対象検定教科書リスト 
教科書名 出版社 

Ａｌｌ Ａｂｏａｒｄ！Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉ

ｏｎ Ｅｎｇｌｉｓｈ Ⅰ 
東書 

ＭＹ ＷＡＹ Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｃｏｍ

ｍｕｎｉｃａｔｉｏｎⅠ 
三省堂 

ＥＬＥＭＥＮＴ Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｃｏｍ

ｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ⅰ 
啓林館 

Ｐｏｗｅｒ Ｏｎ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏ

ｎ Ｅｎｇｌｉｓｈ Ⅰ 
東書 

ＶＩＳＴＡ Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｃｏｍｍｕｎｉ

ｃａｔｉｏｎⅠ 
三省堂 

Ｖｉｖｉｄ Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｃｏｍｍｕｎｉｃ

ａｔｉｏｎ Ⅰ 
第一 

ＬＡＮＤＭＡＲＫ Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｃｏ

ｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ⅰ 
啓林館 

ＣＲＯＷＮ Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｃｏｍｍｕ

ｎｉｃａｔｉｏｎⅠ 
三省堂 

ＣＯＭＥＴ Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｃｏｍｍｕ

ｎｉｃａｔｉｏｎⅠ 
数研 

ＢＩＧ ＤＩＰＰＥＲ Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｃｏ

ｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎⅠ 
数研 

 
(2)新潟県内の公立・私立高等学校・高等専
門学校に勤務する英語科教員に依頼し，教科
書評価の予備調査により教科書評価プログ
ラムを改善する。 
(3)教科書評価プログラムを高等学校で試
用し，評価方法の枠組みやプログラムの内容
を検討し完成させる。 
(4)(3)で得られたデータを基にベテラン教
師と新人教師の教科書選定基準の分析を行
う。 
 
・初年度の準備状況 
(1)教科書内の３技能（「読む」「書く」「話す」）
のタスク数の収集 
(2)教科書評価プログラムの作成 
研究代表者が File Maker Pro(FileMaker 社
製)を使用し，タスク毎に検索できる簡易プ
ログラムを試作した。 
 



 
・初年度研究計画 
(1)タスクのデータを組み込み試作したプロ
グラムを，新潟県内の高等学校・高専英語科
教師に試運転してもらい，フィードバックに
基づき改善させた。（図 1，2，3） 
 
図 1：初期画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2：教科書画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3：タスク画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(2)高等学校で改善させた教科書評価プログ
ラムを実施した。新潟県内の高等学校・高専
英語科教師に説明，依頼し実施した。学校の
職場用コンピューターに許可なくプログラ
ムを入れることはできないので携帯性のあ
るタブレット機器である iPad を購入し，教
科書評価プログラムの実用性の検証を行っ
た。また，実施後にアンケートを行った。 
 
・次年度研究計画 
(1)採集されたデータを分析し，概要結果を
学会等における発表への準備を行った。 
 
 
４．研究成果 
 本研究は，高等学校教育現場における教科
書評価方法を簡易化かつ効果的に行うこと
を目的とした。 
 具体的な成果は以下の通りである。 
 
(1)ベテラン教員と若手教員の教科書選定方
法について(中部地区英語教育学会長野大会
要項) 
ベテラン教員は，教科書評価基準を自分の
中に持っており，学校のレベルや教科書評価
を支援するプログラムに依存しない傾向が
ある。また，若手教員は，学校のレベルによ
り，教科書評価が困難であり，教科書を評価
する支援プログラムの影響を受けやすい傾
向がある。 
 
(2)スピーキング活動を重視する教師ついて
(日本デジタル教科書学会第６回年次大会
（東京大会）発表予稿集) 
スピーキング活動を重視する教師は，スピー
キングタスクの多い教科書を選ぶ傾向あっ
た。 
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